
第 6 回そだつ部会会議録 
日   時 2018 年 2 月 13 日（火）13：30～15：30 
場   所 地域連携交流施設  
テ ー マ 1、参加メンバー 

2、協議課題 
3、その他 
4、次回開催日の調整 

内   容 1、参加メンバー 9 名 
 
2、協議課題 

〇かけはし CAFE報告 参加者 19名(事務局含む) 

・ライズアップ＋からの参加者はかけはしの他にヘルプカードの記入も行った。 

・ライズアップ＋のように契約をしなくてもその都度で自由に参加できる場があることは非

常に良いことだと感じる。 

・今回子どもの体調不良等で参加できなかった方から要望があったため、別の集まりの機会

を用いて改めてかけはしを書く場を作る予定(2月 22日) 

・初めての方で周りにも知り合いがいない方はどこの情報で来たのかを知ることで、今後の

広報戦略にもつながる。 

・初めての方が二名。年度替わりなので、書くのがメインの予定だったが、実際に書い

ている人はあまりいなかった。どんなふうに書いているのかを見せてもらって、デコ

レーションがメインとなっていた。今回の趣旨からは少しずれたかもしれない。 

・一人の方は、春から高砂の児童発達に通うことが決まっており、そこでかけはしを出

してほしいといわれ、保健師さんからかけはし CAFÉの情報提供を受けたらしい 

・もちろん書くのも大事だが、初めての方には、先輩に話を聞きたいという声も多い。

先輩と話をできる場があるのはいいこと 

・先輩にとっても、書いているつもりでも、以前に書いた時から時間がたっていること

に気づいて更新する機会にもなる。 

・色々話したい情報や、想いなどがあるため、集まるとどうしても黙々と書くより話す

ことに意識が向きがち 

・かけはし CAFÉの今後の方向性はどうしていくか。しっかり書いてもらえるようにする

のか？情報交換と話をメインにするのか？ 

・初めて来る人にとっては気持ち的にもやはり話すのは大事。 

・回数を増やしてもいいかもしれない。年二回だと、その日を逃すと半年後になる。 

・今回社協さんに託児をお願いしたが、託児があることによって参加できるお母さんも

おり、大切さを実感した。 

・託児は、子どもがお母さんから離れる経験にもなる。 

・先輩のお母さんからノウハウを学べる。何もないところから自力でいくのとはかなり

違う。 

・稲美町にもかけはしのようなものはあるが、あまり活用されていないとのこと。今回

稲美町から相談員の方が参加した。 

・先輩のおかげでいい雰囲気ができていた。その場で書けなくても、家で書くきっかけ

になるとしたらこの会は有意義ではないか。場があるから書ける人もいれば、一人の

方が書きやすい人もいる。 



・CAFÉというタイトルにこだわって、参加費を頂戴して、ちょっといいお菓子やひとつ

むぎのパンなどを用意して、お喋りを盛り上げる方向でいってもおもしろいのではな

いか。今回会の雰囲気の大切さを実感した。 

・ひとつむぎのパンを出すことによって、事業所の存在を知ってもらうきっかけになる。 

・一年中問い合わせもあるので、もう少し回数を増やしてもよさそう。 

・これまでのかけはし CAFÉは毎回「書く」「デコレーション」などやることを決めてい

たが、事前に決めず、自由にやってもらうのも一つの形かもしれない。 

・回数を増やすとして、部員はじめ支援者はどの程度いるか？最近はお母さんの中にも

かける人が増えているので、スタッフは輪番制で良いのではないか 

・いつやるのか？情報が欲しいお母さんも多いので、できるだけ早い時期の方が多い 

・新学期の最初の家庭訪問の際に担任にかけはしを見せられる親はなかなかいない 

 

〇障害者計画について 

 

〇今年度の振り返りと、推進会議の発表内容確認・検討 

・そだつマップは今年度中に配布できる状態にする予定。HPにもアップ 

 

〇まもる部会設立について 

・これまではくらす部会に組み込まれていた部分も多いが、「まもる」は三部会全てに関

わり、重要であるため、来年度からまもる部会を新設予定 

・メンバーは各部会から 2、3名程度選抜の予定 

 

３.その他 

  

〇はたらく部会 

 はたらくみんなのお茶会 平成 30年 2月 4日 10：00～11：30 

 参加者 13名(事務局含む) 

・人数が少なかったため、全員がたくさん喋ることができた。 

・ヘルプカードとそれを入れるタグをひとつずつ配った。 

・ヘルプマーク・カードに関して濵口さんが 2月 21日に神戸新聞の取材を受ける。地域

自立支援協議会も参加予定 

〇全体研修会 参加者 69名(事務局・要約筆記含む)  

 

〇来年度の部会メンバーについて 

・改めて確認書類を送付 

４.次回開催日の調整 

 
 


